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Ⅰ 産婦人科に対するアンケート結果

県内の産婦人科と各機関の協力を得て，医療機関での抗体検査の実施状況や授乳方法

の指導の現状についてアンケートを実施した。

１ 調査期間 平成18年７月～８月

２ 対象医療機関 県内の産婦人科医院

（１）対象医療機関 102医療機関

（２）協力医療機関 64医療機関（うち，９件は分娩を取り扱っていない。）

病院23医療機関（37.1％）／診療所39医療機関（62.9％）

３ 結 果 等

（１）妊婦の抗体検査の実施状況

ア 検査をおこなっているか。（回答数59医療機関）

妊婦全員に実施49医療機関(83.0％),実施せず９医療機関(15.３％)であった。

イ 検査結果状況（回答34医療機関）

抗体検査受診妊婦数6,915名のうち154名（2.23％）が抗体陽性であった。

（検査期間：平成17年４月１日から平成18年３月31日）

（２）抗体陽性妊婦に対する結果告知について

ア 結果告知時期（回答数44医療機関・複数回答あり）

妊娠４ヶ月が25医療機関（56.8％）,５ヶ月が10医療機関（22.7％）であった。

項 目 回 答 数 割 合 うち対象外機関の内訳

ア　全員実施 49 83.1% 2

イ　希望者のみ 0 0.0% 0

ウ　実施せず 9 15.3% 4

エ　その他 1 1.7%

（回答なし） 3

合 計 59 100.0% 9

※　対象外機関は， 産科を取り扱っていない，又は，廃院している との記載があったもの。

項 目

抗 体 検 査 受 診 妊 婦 数 6 ,9 1 5 名

う ち 抗 体 陽 性 者 1 5 4 名

抗 体 陽 性 率 2 .2 3 %

回答数 割合

２ヶ月 2 4.5%

３ヶ月 7 15.9%

４ヶ月 25 56.8%

５ヶ月 10 22.7%

６ヶ月 4 9.1%

７ヶ月 1 2.3%

８ヶ月 1 2.3%

９ヶ月 3 6.8%

回答者数 44
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イ 結果告知により抗体陽性妊婦が心配する事（複数回答あり，回答者数46医療機関）

子どもへの感染や自分の発症・健康管理及び感染の原因が上位を占めた。

（３）抗体陽性妊婦への授乳指導の実施状況

ア 母子感染防止の観点から授乳指導の実施状況

48医療機関中，47医療機関が指導しているとの回答であり，ほとんどの医療機

関で授乳指導をしていた。

イ 指導時期（回答数47医療機関，複数回答あり）

42医療機関(89.4％)が抗体陽性の告知と同時に行っているとの回答であった。

ウ 指導している授乳方法（回答数46医療機関，複数回答あり）

３ヶ月間のみ母乳39医療機関（84.8％），人工栄養が31医療機関（67.4％）で

あった。

回答数 割合

46 100.0%

7 15.2%

24 52.2%

4 8.7%

13 28.3%

1 2.2%

46

カ　その他

回 答 者 数

ア　児への感染

イ　夫への感染

ウ　自分の発症・健康管理

エ　家族への報告

オ　感染の原因

回 答 数 割 合

ア 　 は い 4 7 9 7 .9 %

イ 　 い い え 1 2 .1 %

合 計 4 8 1 0 0 .0 %

回答数 割合
ア　告知と同時 42 89.4%
イ　妊娠○ヶ月 6 12.8%

２ヶ月 2
３ヶ月 1
５ヶ月 2
６ヶ月 1
９ヶ月 4

10ヶ月 2
ウ　その他 2 4.3%

回 答 数 47

回答数 割合

ア　人工栄養 31 67.4%

イ　３ヶ月間のみ母乳 39 84.8%

ウ　６ヶ月間のみ母乳 1 2.2%

エ　冷凍・加熱母乳 9 19.6%

回 答 者 数 46
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（４）抗体陽性妊婦妊婦の授乳方法の選択について

ア ３ヶ月以内の短期間母乳を選択する割合（回答数43医療機関,複数回答あり）

ほとんどの妊婦が短期間母乳を選択すると回答した医療機関が19医療機関である

反面，短期間母乳を選択する妊婦は少ないという医療機関も18医療機関と，全体的

にばらついて分布している。

イ ３ヶ月間母乳継続者（回答数29医療機関，複数回答あり）

ほとんどの妊婦がが短期間母乳を成功していると回答した医療機関が，30医療機

関あり，予定どおり実行できる者の割合が高いことが分かった。

ウ ３ヶ月間短期母乳を選択する方の心配事（回答数31医療機関，複数回答可）

「児へのHTLV-I感染」（78.9％），「母乳を飲ませないことについて，周囲に対

する説明」（36.8％），「児への免疫力の低下」（36.8%）が多かった。

項 目 回 答 数

ほ と ん ど の 妊 婦 が 選 択 19

約 半 数 の 妊 婦 が 選 択 11

選 択 者 は 少 な い 18

計 48

項 目 回答者数

ほとんどの妊婦が成功 30

成功と失敗が半々 5

ほとんどの妊婦が失敗 1

計 36

項 目 回答数 割合

ア　児の免疫力の低下 14 36.8%

イ　母児間の信頼関係の構築ができるか 12 31.6%

ウ　児へのHTLV-I感染 30 78.9%

エ　母乳を飲ませないことについて，周囲に対する説明 14 36.8%

オ　母乳を止める薬に対する抵抗 2 5.3%

カ　SIDSへの影響 1 2.6%

キ　経済的な問題 0 0.0%

ク　その他 1 2.6%

回 答 者 数 38
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エ 長期母乳を選択する者の理由（回答数31医療機関，複数回答あり）

「母児間の信頼関係の構築のため」（54.8％）「母乳での育児が推進されているた

め」（48.4％）という理由が多かった。

（５）児の抗体検査について

ア 医療機関における児の抗体検査勧奨状況（回答数46医療機関）

勧めていない29件（63.0％）／勧めている17件（37.0％）であった。

イ 母親からの児の抗体検査の希望者の割合（回答数24医療機関・複数回答あり）

ほぼ全員の妊婦が抗体検査の受診を希望していると回答した医療機関が，６医療

機関ある反面，希望する妊婦は少ないと回答した医療機関が，17医療機関と，結果

に開きが見られる。

ウ 児の抗体検査の追跡状況（回答数32件，複数回答あり）

26件（81.25％）追跡調査はしていないケースがほとんどであるが，調査して

いる場合，生後12ヶ月2件（15.6％），生後36ヶ月２件（6.25％）となっている。

項 目 回答数 割合

ア　児の免疫力の低下が心配である 5 16.1%

イ　母児間の信頼関係の構築のため 17 54.8%

ウ　児へのHTLV-I感染が気にならない 7 22.6%

エ　母乳を飲ませないことについて，
　周囲から責められないか心配である。

6 19.4%

オ　SIDS予防のため 0 0.0%

カ　経済的な問題 3 9.7%

キ　母乳での育児が推進されているため。 15 48.4%

ク　その他 5 16.1%

回 答 者 数 31 100.0%

項 目 回 答 数 割 合 割 合 回 答 数

ほ ぼ 全 員 6

約 半 数 1

希 望 者 は 少 な い 3

回 答 な し 7

希 望 者 は 少 な い 1 4

回 答 な し 1 5

合 計 46 10 0 .0% 4 6

6 3 .0%29イ 　 勧 め て い な い

3 7 .0%17ア 　 勧 め て い る
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Ⅱ 鹿児島大学医学部における母子感染防止のための授乳方

法の検討結果

１ 実施時期

昭和61年度から平成12年度

2 対象者

鹿児島県及びその近隣に居住するHTLV-I抗体陽性の母親から出生した児を検査の対象

とし，その中で生後18ヶ月以降のHTLV-I抗体検査結果がある者のみを解析の対象とし

た。

３ 実施方法

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院及びその関連病院において，担当医師（産婦人科）

から保護者への検査目的・内容の説明を行い，その後，児のHTLV-I抗体検査を希望し

て鹿児島大学医学部・歯学部附属病院及びその関連小児科を外来受診した場合，無料の

抗体検査を行った。

４ 受検者数

実施期間中の抗体検査受検者数は，1,193名であったが，その中で生後18ヶ月以降の

HTLV-I抗体検査結果がある376名のみを解析の対象とした。

Ⅲ 鹿児島県におけるＡＴＬによる死亡者の状況

授乳方法

月齢 人 数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人 数 率（％）

陽性者数 14 1 6 21

被験者数 281 66 27 2 376※

※　授乳方法が不明であった２名も含む。

計

0.00% 5.59%

人 工

計 4.98% 1.52% 22.22%

短 期 長 期 不 明

年 度
Ａ Ｔ Ｌ に よ る
死 亡 者 数 ①

白 血 病 に よ る
死 亡 者 数 ②

白 血 病 死 亡 者 の う ち
ATL に よ る 死 亡 者 の 率

① ／ ②
10万人対ATL死亡者数

7 127 216 0.59 7.08

8 120 219 0.55 6.70

9 150 233 0.64 8.38

10 144 246 0.59 8.05

11 145 235 0.62 8.12

12 166 270 0.61 9.32

13 153 262 0.58 8.60

14 146 242 0.60 8.23

15 147 262 0.56 8.31

16 132 246 0.54 7.46

合計 1,430 2,431 0.59



Ⅳ　HTLV-1感染の確認された母から出生した児における感染率の推移
   -HTLV-1母子感染予防の未介入群，介入群別の比較-
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Ｓ

Ⅵ　年齢区分別HTLV-I（PA法）抗体陽性率

             （H2年度～17年度）

男

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

-19才 2 1.8 1.5 1.7 1.4 1.3 1.1 1.1 1 0.8 0.8 0.7 0.6 0.6 0.3

20-29 3.6 3 2.8 2.7 2.3 1.9 1.5 1.1 1 0.7 0.5 0.6 0.6 0.4 0.5

30-39 5.4 5.1 5.1 5.3 4.7 4.4 3.6 3.4 2.5 1.4 0.9 0 1 0.7 0.5

40-49 8.4 8.1 8.1 7.6 7.5 6.6 6.1 5.4 4.3 2.4 1.6 1.7 1.3 1 0.8

50-59 12 10 10 9.5 9.9 9.4 9 8.3 6 3.4 2.2 2.2 1.6 1.6 1.5

60-69 6.1 4.2 3.7 3.4 2.3 2.1 1.7

H.02 H.03 H.04 H.05 H.06 H.07 H.08 H,09 H,10 H.11 H,12 H.13 H.14 H.15 H.16 H.17

（％）

女

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

-19才 2 1.6 1.6 1.9 1.5 1.4 1 0.9 0.8 0.6 0.7 0.3 0.5 0.5 0.2

20-29 3.4 2.8 2.3 2.4 2.1 1.5 1.3 1 0.9 0.6 0.4 0.5 0.5 0.4 0.3

30-39 6.9 6.5 6 5.2 4.7 4.1 3.6 2.5 2.1 1.6 0.9 0.9 0.9 0.7 0.5

40-49 11 10 9.7 10 8.7 8.2 7.3 6.3 5 2.8 2.1 2 1.9 1.1 0.9

50-59 16 15 15 15 14 13 12 11 9.8 5.1 4.1 3.1 2.8 2.1 1.4

60-69 5.5 5.5 4.3 3.3 3.4 2.7 1.8

H.02 H.03 H.04 H.05 H.06 H.07 H.08 H,09 H,10 H.11 H,12 H.13 H.14 H.15 H.16 H.17

（％）

－53－



Ⅶ　各種会議等の実施状況

年度 開 催 日 会 議 等 の 名 称 参 集 範 囲 出席者数

平成9年5月12日
ＡＴＬ制圧委員会及び
ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会

委員

平成9年11月19日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 14

平成9年12月15日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 12

平成9年12月19日 ＡＴＬ対策事業説明会 保健所職員 15

平成10年12月11日 ＡＴＬ制圧委員会及び特別講演会 委員，医療機関 250

平成11年3月11日
ＡＴＬ制圧委員会及び
ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会

委員 12

平成11年3月18日 ＡＴＬに関する研修会 医療機関，保健所職員 130

平成11年6月1日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 13

平成11年7月8日 ＡＴＬ専門医療機関等連絡研修会
委員，医療機関，
保健所職員

23

平成11年7月14日 ＡＴＬカウンセリング技術研修会 保健所職員 37

平成11年10月15日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 7

平成11年12月3日 ＡＴＬ研究成果発表公開シンポジウム 医療機関，保健所職員 100

平成12年3月28日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 13

平成12年5月25日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 14

平成12年8月21日～22日 ＡＴＬ専門医療機関等連絡研修会
委員，医療機関，
保健所職員

56

平成12年11月20日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 10

平成13年3月19日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 12

平成14年2月26日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 8

平成14年2月26日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 13

平成14年3月22日 ＡＴＬカウンセリング技術研修会
委員，医療機関，
保健所職員

46

平成14年8月7日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 7

平成14年8月7日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 14

平成15年1月22日 ＡＴＬカウンセリング技術研修会
委員，医療機関，
保健所職員

42

平成15年8月22日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 8

平成15年8月22日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 12

平成16年1月21日 ＡＴＬカウンセリング技術研修会
委員，医療機関，
保健所職員

26

平成16年10月27日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 5

平成16年10月27日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 13

平成17年11月4日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 6

平成17年11月4日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 11

平成18年10月5日 ＡＴＬ制圧委員会 委員 6

平成18年10月5日 ＡＴＬ制圧委員会健康管理部会 委員 10

平成18年10月5日 ＡＴＬ制圧委員会研究推進部会 委員 8

17

18

13

14

15

16

10

11

12

9
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Ⅷ　マニュアル等作成状況

題 名 内 容 発 行 年 月 日

鹿児島ＡＴＬ制圧10カ年計画 10カ年計画の構想 平成９年６月

HTLV-I感染防止マニュアル
（医療機関向け）

感染防止対策
留意事項
各種資料等

平成９年12月

HTLV-I感染防止マニュアル
（保健所向け）

感染防止対策
留意事項
各種資料等

平成９年12月

鹿児島ＡＴＬ制圧10カ年計画中間評価 中間評価 平成11年10月

ＡＴＬ母子対策事業報告書
事業概要
抗体陽性妊婦調査
意識調査等

平成13年３月

改訂HTLV-1感染防止マニュアル
感染防止対策
留意事項
関係機関の役割

平成14年３月

－54－
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Ⅸ 研究推進部会成果集関連文献一覧

第６章「研究の推進について」の関連文献の一覧です。

発表年度ごとに掲載し、年度内に複数の文献がある場合、研究推進部会委員の氏名順（五十音順）に掲載して

います。

〔1988年〕
１ Usuku K, Sonoda S, Osame M, Yashiki S, Takahashi K, Matsumoto M, Sawada T, Tsuji K, Tara M, Igata A. H

LA haplotype-linked high immune responsiveness against HTLV-I in HTLV-I-associated myelopathy: comparison

with adult T-cell leukemia/lymphoma. Ann Neurol 23 (suppl):S143-S150, 1988.

〔1989年〕
１ Ueda K, Kusuhara K, Tokugawa K, Miyazaki C, Yoshida C, Tokumura K, Sonoda S, Takahashi K. Cohort effe
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